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１ ライフステージに応じた学習機会の充実 

（１）子育て世代の学習  

① 家庭の教育力の向上 

家庭の教育力を向上するため、城陽市民大学など家庭教育に関する学習機会の充実を図

ります。 

また、子育てにおいて、家庭での学習が重要であることから、読み聞かせの書籍、教材

の充実など、図書館と連携し推進します。 

【施策番号１】家庭教育に関する学習機会について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●城陽市民大学 教育コースを開催した。 

（３回 延べ 326人参加） 

「語り継ぎたい昭和の歌謡曲」 

「よくわかる！ネットトラブル対策講座」 

「スポーツと私 ～覚悟と挑戦～」 

今後の課題 

方向性 

家庭教育講座の流れを汲む講座であるため、令和元年度も幼稚園、小・

中学校の PTAにも参加を呼び掛けた。 

どの年代にも関心のある内容で、コースの学生以外もたくさん参加して

いただいた。 

引き続き自己や家族・地域を見つめ直すことのできるテーマ設定を考え

ていきたい。 

 

② 子育て支援の充実 

城陽市子ども・子育て支援事業計画に基づき、豊かなコミュニケーションが図れる子育

て環境を整備し、子育て世代の育児不安解消のため、地域子育て支援センター「ひなたぼ

っこ」などにおける相談業務や情報提供の充実に努めます。 

  また、子育て世代のリフレッシュにつながる講座づくり等に努めます。 

  教育・保健・福祉分野など事業実施団体は情報を共有し、事業にいかし、多様な学習機

会の提供に努めます。 

【施策番号２】子育て世代の支援体制について 

子育て支援課 

取組状況 ●子育て相談に対応した。（1,024 件） 

●あそびのひろば（54 回 延べ 1,048 人参加）、コミセン訪問（３回 

延べ 112人参加）を実施した。 

●子育て支援講座を実施した。（18 回 延べ 886 人参加） 

●情報誌（子どもワンダーニュース）を発行した。（６回） 

●多世代交流事業を実施した。（75 回 延べ 1,597 人参加） 
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●民生児童委員協議会や市民活動団体と連携し、新たな子育て支援事業を

行った。また、健康推進課と連携し子育てに不安を抱える養育者の支援に

努めた。 

今後の課題 

方向性 

相談件数及び来館者の減少、各種事業において参加者が減少しているこ

とから講座等の企画の工夫が必要である。 

また、SNS を利用し各種事業の情報発信を積極的に行い、施設の利用

増加に努める。 

 

③ 幼児教育センター機能の充実 

  公私立幼稚園の連携を深め、家庭や地域との関わりを強化して、地域の幼児教育センタ

ーとして相談機能の充実に努めます。 

【施策番号３】幼児教育センターについて 

学校教育課 

取組状況 ●園の１室を開放し、未就園児とその保護者を対象に安心して、子育てが

できる身近な拠点として、子育てに関する相談や情報提供、子育て交流を

行った。 

今後の課題 

方向性 

 園の１室を開放し、未就園児とその保護者を対象に安心して、子育てが

できる身近な拠点として、子育てに関する相談や情報提供、子育て交流を

行う。 

 

④ 地域活動の充実 

子ども会後援会協議会などへの地域活動補助事業を通じて、地域における組織を育成す

るとともに、地域活動の支援を充実します。 

【施策番号４】地域活動の支援について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●城陽市子ども会後援会協議会の子ども会スポーツまつりなどの各種行

事において、運営面や広報活動面での支援を行った。 

今後の課題 

方向性 

城陽市子ども会後援会協議会に所属する支部が減少してきている現状

があり、今後の組織運営や事業計画に対して、相談や指導を積極的に行う。 

 

（２） 子どもの学習  

① 学習機会の充実、体験活動の推進 

  国際化に対応した国際理解教育、自然と人間の調和をめざす環境教育、高度情報化に対

応した情報教育を推進します。 

また子どもの健康と、豊かな心をはぐくむため、自然を活用した体験講座や伝統文化を

取り入れた生活体験講座など放課後子ども教室、土曜日子ども教室や文化パルク城陽にお

けるプレイルーム事業、プラネタリウム投映事業、天体観測、コミュニティセンターにお



 

3 

  

ける子ども向け事業、図書館における読み聞かせ事業、自然とのふれあい登山事業、あそ

びのはくぶつ館の開催など、各種の体験学習機会を充実します。 

【施策番号５】国際理解・情報・体験学習について 

学校教育課 

取組状況 ●英語指導助手８名を各小中学校に巡回配置し、外国語教育・国際理解教

育に取り組んだ。 

●各小中学校のコンピュータ教室の維持管理を行い、児童生徒一人 1 台

の環境のもと、調べ学習やまとめ学習、発表など様々な状況において活動

を図り、その情報操作について技術を高めるとともに、情報の取り扱いな

ど情報活用の基本的な能力について育成に努めた。特別教室へのWi-Fi整

備、コンピュータの更新に合わせ 2㏌ 1 端末の導入を実施する等の環境

整備を行った。 

●新学習指導要領に基づき、「生きる力」の育成を目指し、各学校で農作

業体験等について、特色ある教育課程を編成し、総合的な学習の時間を中

心に取り組んだ。 

今後の課題 

方向性 

英語指導助手を各小中学校に巡回配置する。（10名） 

各小中学校にWi-Fi整備を行い、一人１台のタブレット導入を行う。 

新学習指導要領に基づいた「生きる力」の育成を行う。 

【施策番号 6】文化パルク城陽における子ども向け事業について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●プレイルーム事業を実施した。 

 パルクリトルクラブ（９回） 

 大学生による工作教室など（４回） 

 幼児交通安全教室（２回） 

 ひなたぼっこ連携事業（１回） 

 パル祭（１回） 

●プラネタリウム活性化事業を実施した。 

 土日祝日および学校長期休業期間 １日３回定時投映 

 平日は団体予約により投映 

今後の課題 

方向性 

 感染症対策を講じた上での事業実施を検討する。 

 

 

② 学校・家庭・地域との連携 

  子どもの安全・安心な学習支援の場の確保として、放課後子ども教室や、学校支援地域

本部事業、学校、家庭、地域が連携した学校・地域連携推進事業などの一層の充実を図り

ます。 

  実施において地域の自然や歴史、産業、福祉などの様々な分野で、地域の人々の持つ技
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能・知識・経験をいかした学習を推進します。 

子どもと地域とのふれあいや世代間交流の場づくりに努めます。 

【施策番号 7】放課後子ども教室推進事業について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●放課後子ども教室、土曜日子ども教室の運営面での各種サポートを行っ

た。 

●富野小学校放課後子ども教室が土曜日子ども教室と整理統合した。 

今後の課題 

方向性 

 引き続き、放課後子ども教室（古川小、富野小、青谷小）、土曜日子ど

も教室（久世小）の運営サポートを行うと共に、新規開設に向けて広

報・啓発活動を行う。 

また、令和２年度より開設する久津川小学校の放課後子ども教室の運

営を支援し、軌道に乗ることができるようにする。 

 

（３） 青少年、若者の学習  

① 学習活動の充実、社会参加の促進 

  青少年や若者の社会性や自主性をはぐくむため、各種団体や地域活動、市の行事や委員

会などへの参画を促進し、新たな参加できる場の拡大に努めます。 

【施策番号 8】自然とのふれあい登山について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●自然とのふれあい登山を実施した。（年間 11回中８回実施、延べ 390

名参加） 

※天候不良による中止のため。 

今後の課題 

方向性 

下見を丁寧に行い、児童、補助員、ボランティアの安全を第一に考えて

年間 11回の事業を実施すると共に、新たなボランティアを発掘する。 

 

② 団体活動の振興 

  地域の青少年育成団体と協働して、地域活動、ボランティア活動などを促進し、豊かな

心やボランティア精神の醸成を図るとともに、青少年育成団体や子ども会後援会、スポー

ツ少年団など地域における組織の育成を図ります。 

【施策番号 9】スポーツ少年団について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●スポーツ少年団に補助金を交付し、スポーツ少年団指導者協議会研修会

や交流大会を実施し、活動支援を行った。 

今後の課題 

方向性 

 引き続きスポーツ少年団に補助金を交付し、スポーツ少年団指導者協議

会研修会や交流大会を実施し、活動支援を行う。 
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③ 青少年健全育成活動の推進 

青少年健全育成市民会議の各種の活動を支援するとともに、関係機関との連携を深め、

青少年の社会参加への支援を進めます。青少年健全育成活動を行うために、青少年の健全

育成に対する理解を深めるため、講演会の開催など学習活動の充実に努めます。 

【施策番号 10】青少年健全育成活動について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●講演と映画のつどいを開催した。（7/13参加者：約 220名） 

●広報やまびこを発行した。（７月,12月,３月の年間３回発行） 

●あそびのはくぶつ館を開催した。（9/8参加者：約 3,000名） 

●青少年の意見発表会を開催した。（10/26参加者：250名） 

●オータムコンサートを開催した。（11/11参加者：約 1,000 名） 

今後の課題 

方向性 

 急激な変化をしている社会環境に敏感に反応して捉え、青少年健全育成

事業及び各種啓発活動を実施する。 

 

（４） 勤労世代の学習  

① 学習活動の支援 

生涯学習に対する関心を高めるとともに、学習活動を促すため、学習情報の提供や学習

内容などを充実します。また学びやすい学習環境を模索し提供に努めます。 

【施策番号 11】勤労世代の学習支援について 

商工観光課 

取組状況 ●働く女性の家における各種講座・講演会を開催した。 

・職業に関する講座 

① パソコン教室 入門等（40 回実施） 

 ②資格取得講座秘書検定２級対策講座（14 回実施）   

・女性セミナー 

 ①働く女性の時間管理術（１回実施） 

 ②キャリア整理であなたの強み発見！（１回実施） 

・就労支援講座  

 ①労働法の基礎知識（１回実施） 

 ②キャリアカウンセリング（１回実施） 

 ③ビジネスマナー（夜間）（１回実施） 

・再就職準備講座  

 ①子育てしながら再就職 ここからスタート就職の進め方（１回実施） 

 ②子育てしながら再就職 求人票の見方と求人の探し方（１回実施） 

 ③履歴書・応募書類の書き方（２回実施） 

 ④採用を勝ち取るための面接攻略法（２回実施） 

 ⑤転職・再就職セミナー（１回実施） 
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 ⑥自信を持って再就職（１回実施） 

 ⑦面接官から見た私（１回実施） 

 ⑧ワンデー面接レッスン（１回実施） 

 ⑨これからの私の働き方 ここからスタート！就職の進め方（１回実施） 

・技術習得講座 

 ①２級ファイナンシャルプランニング  

・技能検定対策講座(14回実施) 

・講演会 

 ①女性が自分らしく生きるためのライフキャリア（１回実施） 

今後の課題 

方向性 

 引き続き、各種講座の開催を通じて働く女性等への支援を行う。 

 

② 関係機関との連携 

城南地域職業訓練センターやカルチャーセンター、スポーツクラブなどと情報提供や講

師の派遣などにおいて連携・協力し、職業能力向上の機会を充実します。 

【施策番号 12】関係機関との連携について 

商工観光課 

取組状況 ●城南地域職業訓練センター及び府立勤労者福祉会館からの各種講座案

内を広報じょうように掲載し、情報提供を行った。 

今後の課題 

方向性 

引き続き、城南地域職業訓練センター及び府立勤労者福祉会館にて実施

する各種講座案内を広報じょうように掲載し、情報提供を行う。 

 

（５） シニア世代、高齢者の学習  

① 学習機会の充実 

シニア世代、高齢者が生きがいのある充実した生活が送れるよう、仲間づくりや世代間

交流、文化、スポーツ・レクリエーション活動などの機会を充実します。 

【施策番号 13】老人福祉センター、高齢者クラブへの支援について 

高齢介護課 

取組状況 ●老人福祉センター事業を実施した。（４施設） 

老人福祉センター４施設で医療・健康・生活に関わる講習会や、防災訓

練、介護予防や各種教養の教室を行い高齢者の知識と教養の向上を図っ

た。施設内浴場の維持管理費に充てるため、入浴料（１日 100 円）を

徴収している。 

入浴者数 19,172 人 

入浴料   1,917,200円 

●高齢者クラブへ補助金を交付した。 
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高齢者の生きがいづくりと健康づくり等に役立ち、高齢者が要介護状態

とならないための介護予防の役割を担っていることから、活動費の一部

を助成し、活動の支援を行った。 

今後の課題 

方向性 

 今後も、高齢者人口の増加及び高齢化率の上昇が見込まれていることか

ら、高齢者の生きがいづくりや社会貢献などの社会参加活動の推進に継続

して取り組んでいく。 

 

② 社会参加の促進 

  シニア世代、高齢者の社会参加を促進するため、老人福祉センターや高齢者クラブ、シ

ルバー人材センターにおける活動を支援します。 

 【施策番号 14】シルバー人材センターへの支援について 

高齢介護課 

取組状況 ●シルバー人材センターに対し運営費等経費の一部を補助し、高齢者の労

働能力の活用と生きがいを助長して、高齢者の福祉の増進を図った。 

今後の課題 

方向性 

 今後も、高齢者人口の増加及び高齢化率の上昇が見込まれていることか

ら、高齢者の生きがいづくりや社会貢献などの社会参加活動の推進に継続

して取り組んでいく。 
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２ 現代的・社会的課題に対応した学習機会の充実  

（１） 現代的課題に対応した学習の推進  

① 国際化社会に対応する学習の推進 

 語学講座をはじめとした国際交流事業を通して国際理解の環境づくりと学習機会を提供

するとともに、市内に在住する外国人が、市民として安心して暮らせるよう、日本語習得

への支援などを推進します。 

【施策番号 15】国際交流事業について 

秘書広報課 

取組状況 ●語学講座を開催した。 

 城陽市国際交流協会にて韓国語（５講座）、英語（６講座）、中国語（２

講座）の語学講座、Summer Kids English（４講座）や韓国語クラブ

（15 講座）を開催した。 

●子ども英会話教室を開催した。 

 城陽市国際交流協会において、子ども英会話事業を実施した。 

●日本語教室を開催した。 

 城陽市国際交流協会にて外国籍住民の人々に継続的な日本語教室の機

会を提供した。 

●国際交流事業を通じて、異文化への理解や国際交流の推進を図ることが

できた。 

今後の課題 

方向性 

 異文化への理解や国際交流の推進を図るため、事業を継続して実施して

いく。 

 

② 情報化社会に対応する学習の推進 

 情報化社会の進展に対応して、市民が情報を上手に活用することができるよう、有害情

報対策を含め情報提供に努めます。 

【施策番号 16】情報提供について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●生涯学習情報の市 HP、市教委HPへの掲載を行った。 

 まなび Eye、市民大学、サンガ情報 等 

今後の課題 

方向性 

 引き続き、市民が情報を活用することが出来るよう、情報提供に努めて

いく。 

 

③ 自然・環境学習の推進 

城陽市に存在する豊かな自然環境の保全や地域の緑化を推進するため、学習活動や啓発

活動を充実します。 

また、家庭でできる環境負荷低減策など、身近な環境問題に対する情報提供や学習活動
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を充実します。 

【施策番号 17】環境学習や啓発活動について 

環境課 

取組状況 ●地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の取組として、環境出前講座を

市内保育園 10 園で実施し、ミスト発生機の効果を園児に体験してもら

った。 

●城陽環境パートナーシップ会議と共催した環境フォーラムにおいて、

「食品ロス削減に向けて ～食品ロスの現状と私たちにできること～」を

テーマに講演会等を実施した。 

①講演テーマ：「食品ロス、どう減らしていきましょうか？」 

 ㈲ひのでやエコライフ研究所の大関はるか氏を講師に招き、食品ロスの

現状の解説をはじめ、食品ロスを防ぐための工夫等について、お話をして

いただいた。 

②リメイクファッションショーを開催し、リサイクルの啓発を行った。（全

体参加者約 350 人） 

●城陽環境パートナーシップ会議の活動として、自然観察会及び自然学習

会の開催（合計４回、延べ 118 人参加）、省エネ診断（３回、延べ 96人

参加）を実施し、市民への情報提供や学習機会の充実を図った。 

●グリーンカーテンの啓発として、旬菜市にてゴーヤ苗を配布した。（配

布者 200人） 

●家庭でできる環境取組として、エコ料理教室を開催した。（２回 延べ

40 人参加） 

今後の課題 

方向性 

 より多くの市民に参加してもらえるための工夫が必要である。引き続き

啓発に努める。 

【施策番号 18】緑化推進について 

都市政策課 

取組状況 ●「城陽市緑化フェスティバル」を城陽五里五里の丘（府立木津川運動公

園）で開催した。（来場者数 8,000 人） 

●グリーンカーテン用のゴーヤ苗を配布した。（425 世帯） 

●「花いっぱい運動支援事業」を実施し、緑化の推進を図った。（33 団体

34 箇所） 

今後の課題 

方向性 

 城陽市緑化フェスティバルを開催し、来場者の増加を図り、緑化意識の

啓発に努める。 

グリーンカーテン用のゴーヤ苗を配布し、住宅地内の緑化の推進を図

る。 

市民グループが主体となった緑化活動を支援する「花いっぱい運動支援

事業」を実施し、緑化の推進を図る。 
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④ 健康学習の推進 

健康で豊かな生活を送ることができるよう、健康教室、健康相談などの開催、健康意識

の高揚や健康管理に必要な情報提供などを充実します。 

【施策番号 19】健康学習について 

健康推進課 

取組状況 ●健康・食生活相談を実施した。（24回 延べ 81 人参加） 

●健康相談を実施した。（延べ 379人参加） 

●ＪＯＹＯヘルスアップ講座を実施した。（23回 延べ 584 人参加） 

●認知症予防教室を開催した。（13 回 延べ 488 人参加） 

●重症化予防等の訪問指導を実施した。（延べ 212 人） 

今後の課題 

方向性 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況を確認しつつ、必要な情報提

供を積極的に行っていく。 

 

⑤ 食に関する学習の推進 

市民が食に関する知識を習得し、健全な食生活を実践することができるよう、食生活改

善推進員（ヘルスメイト城陽）との連携などを通して食についての学習機会の充実を図り

ます。 

【施策番号 20】食に関する学習について 

健康推進課 

取組状況 ●１歳８か月児健康診査における手作りおやつの試食提供を行った。（22

回 延べ 424組） 

●３歳児健康診査における野菜の試食提供を行った。（22回 延べ 443

組） 

●健康づくり計画推進のための試食提供または調理実習を行った。（５回

延べ 149人） 

今後の課題 

方向性 

 令和 2 年度は、子どもの保護者に対して、食の大切さについてパンフ

レット等で働きかけを行う。 

 

⑥ 消費生活に関する学習の推進 

  商品やサービスについて、消費者としての正しい知識を持ち、豊かな消費生活を送るた

め、消費生活に関する学習や情報提供を充実します。 

【施策番号 21】消費生活について 

商工観光課 

取組状況 ●各種講座を実施した。 

 消費生活講座、出前講座、高齢者施設での講座等を実施した。 

●各種情報提供を実施した。 



 

11 

  

  広報じょうようへのくらしの 110 番の掲載、消費生活展の実施、啓発

資材等の配付、消費生活だよりの発行を行った。 

今後の課題 

方向性 

 引き続き、子どもから高齢者までより幅広い年齢の人に対して周知を行

う。 

 

⑦ 地域防災・安全に関する学習の推進 

  災害の歴史、防災について認識を深める学習の提供や、被災時における対応などについ

ての学習を推進します。 

【施策番号 22】地域防災・安全について 

危機・防災対策課 

取組状況 ●防災啓発冊子を配布した。 

 平成 29 年度に作成した防災啓発冊子を市民課窓口で転入者、また、危

機・防災対策課で随時希望者に配布を行い、災害発生時の迅速な避難行

動を促し防災意識の高揚を図った。 

また、出前講座のテキストとして活用した。 

今後の課題 

方向性 

 転入者や希望者に対して、窓口で配布する。 

 

（２） 人権や平和、男女共同参画の推進  

① 基本的人権の尊重 

  第 2次城陽市人権教育・啓発推進計画に基づき、市民が、それぞれの状況に応じて、人

権尊重の理念に対する理解を深め、これを体得することができるよう、多様な機会の提供、

効果的な手法を取り入れることなどにより、生涯のあらゆる機会を通じて人権について学

ぶことができるよう取組を推進します。 

  特に、地域の実情に応じた情報提供や学習機会の提供の充実を図るとともに、市民ニー

ズにあったテーマ設定による人権教育・啓発を推進します。 

【施策番号 23】人権教育・啓発について 

市民活動支援課 

取組状況 ●山城人権ネットワーク推進協議会に参画した。 

●人権啓発新聞を年 2 回発行した。 

●「人権の花」運動を実施した。 

●６月、８月、12 月に街頭啓発活動を実施した。 

●各種人権関係研修会等への参加による職員の意識啓発を行った。 

●企業人権研修会を開催し、18 人が参加した。（商工会議所と人権擁護

委員との共催） 

●職員人権研修会を開催し、37人が受講した。（人事課との共催） 
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今後の課題 

方向性 

 憲法に保障された基本的人権が尊重される社会の確立が課題であるた

め、山城人権ネットワーク推進協議会への参画や、街頭啓発及び人権研修

会等を通じ、今後も継続して人権啓発を推進していく。 

 

② 平和学習の推進 

 戦争の悲惨さ、平和の尊さ、生命の大切さを後世に伝えるため、平和都市宣言の趣旨に

基づき、平和に関する啓発活動や学習活動を推進します。 

【施策番号 24】平和に関する啓発活動や学習活動について 

秘書広報課 

取組状況 ●平和のための小中学生広島派遣事業を実施した。 

令和元年８月１日から２日の１泊２日で市内に住む小学６年生～中学

３年生を対象とした「平和のための小中学生広島派遣事業」を実施した。 

●永遠の希い配布事業を実施した。 

戦争体験記「永遠の希い」を市内の中学校卒業生を対象に配布した。 

●平和のつどい事業を実施した。 

令和元年７月 13 日（土）に文化パルク城陽市民プラザにおいて、「城

陽市平和のつどい」と題し、原爆、戦争に関するパネル展示や DVD 放

映、語り部の講話、広島派遣事業前年度参加者の作文発表等を行った。 

●平和祈念の黙祷を実施した。 

原爆死没者や戦没者への慰霊、平和祈念のための黙祷を実施、また、市

民への周知のため広報じょうようへの掲載やサイレンの吹鳴を実施し

た。 

●戦争を経験した世代が少なくなる中、事業を通じて、戦争の悲惨さや命

の尊さを伝えることができた。 

今後の課題 

方向性 

 事業を通じて、戦争の悲惨さや命の尊さを伝えるため、事業を継続して

実施していく。 

 

③ 男女共同参画の推進 

  第３次城陽市男女共同参画計画（さんさんプラン）に基づき、男女共同参画の推進に努

めるとともに、城陽市男女共同参画支援センター（ぱれっと JOYO）を拠点として、市民

や市民活動団体と協働し、男女共同参画に関する啓発活動や情報提供、学習機会などを充

実します。 

【施策番号 25】男女共同参画について 

市民活動支援課 

取組状況 ●中学生冊子を発行した。 

●さんさんフェスタ等のイベントや各種啓発講座を開催した。（51講座） 

●広報特集号「はんなりと城陽」を年 2回発行した。 
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●図書の貸し出し（315 冊）、新聞の配架、インターネットの閲覧（39 

件）を行った。 

●男女共同参画推進登録団体とともに男女共同参画を進めるための事業

を開催した。（9団体） 

今後の課題 

方向性 

 男女共同参画社会実現に向けた様々な取り組みを実施し、市民への啓発

を推進する。 

 

④ 情報化社会に対応する人権の推進 

   インターネットにより社会は多様化・複雑化しており、情報化社会上のいじめなど人権

問題について理解と認識を深め、啓発の研修会等を実施します。 

【施策番号 26】情報化社会に対応する人権について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●城陽市民大学（人間コース）を実施した。（３回 延べ 445 人参加） 

「笛とともに～こころのぬくもりを伝えたい～」 

「みんなで歌って身も心も健幸（けんこう）」 

「高齢期を元気にたのしく生きるための自立したパートナーシップの

すすめ」 

今後の課題 

方向性 

 「人権」という言葉にとらわれず、幅広く生き方について考えてもらえ

るようテーマ設定を行った。「笛とともに」の講座は、講師の心の温もり

が伝わり好評であった。どの講座も深く考えさせられるところがあり、こ

れからの人生をより楽しく、より元気で充実させていくことの大切さを感

じた。引き続き、人間力を高めることを目標としているため、講座ごとに

違ったジャンルを実施する。 

  

（３） 福祉学習の推進  

① 地域福祉の意識向上 

城陽市地域福祉計画に基づき障がいや高齢等により、支援や介護が必要な状態であって

も、自分に応じた方法で生涯を通じて自己実現を果たせるよう、さまざまな関係機関との

連携を深めて、多彩な学習機会の提供について検討します。 

【施策番号 27】地域福祉について 

福祉課 

取組状況 ●市内 10 校の小学校と５校の中学校を福祉協力校として指定し、学校

における福祉教育として、高齢者や障がい者との交流や福祉体験学習を実

施した。 

●地域の団体が行う福祉学習の支援を行い、福祉に対する理解を促進し

た。 
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今後の課題 

方向性 

福祉教育は毎年実施しているが、教育を実施した効果がどうであった

かが重要になってくる。                                                               

長年携わっていたボランティア団体が解散するため、新たな活動団体の

発掘や活動者の啓発が急務。 

 

② 障がいのある人の学習機会の充実 

城陽市民大学などの学習機会を充実するとともに、障がいのある人の学習活動を保障す

るため、要約筆記や手話などの支援策を充実します。 

 また、障がいのある人が身近でより多様な文化・スポーツを楽しむことができるよう、

文化・スポーツ活動の参加機会の充実に努めます。 

【施策番号 28】障がいのある人の文化・スポーツ活動の学習機会の充実について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●城陽市民大学 ライフコースを開催し、要約筆記、手話通訳者の派遣を

行った。（３回 延べ 373 人参加） 

「災害から命を守るために～いざという時自助・共助～」 

「相続のセミナー～相続の仕組みと上手な備え方～」 

「元気ワクワク健康教室～腰痛・肩こり予防体操～」 

今後の課題 

方向性 

 送迎バスについては、令和元年度は利用希望者が少なく、定員に満たな

い運行になることと、他の交通機関などを利用できたため、運行しなかっ

た。引き続き、各協会を通じてチラシを配布し、参加しやすい講座づくり

に努めていく。 

【施策番号 28】障がいのある人の文化・スポーツ活動の学習機会の充実について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●心身障がい児者スポーツ大会の後援、スポーツ推進委員による大会の運

営に協力、ボッチャ大会の実施、2020 年パラリンピックに関連する事

業に関して府と協力を行った。 

●東京 2020 大会への機運を高めるとともに、障がい者スポーツへの関

心を高めるため、オリパラ教室で車いすスポーツ体験を実施した。 

今後の課題 

方向性 

引き続き、心身障がい児者スポーツ大会の後援、スポーツ推進委員によ

る大会の運営に協力、ボッチャ大会の実施、2020 年パラリンピックに

関連する事業に関して、府と協力を行う。 

 

③ 障がいに関する理解の促進 

  市民一人一人が障がいに関する正しい知識と認識を深め、障がいのある人との相互理解

を促進し、障がいの有無に関わらず共に助け合い、学び合う学習活動を推進します。  

【施策番号 29】障がいに関する理解の促進について 
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福祉課 

取組状況 ●市民講座及び福祉見学会の開催（４回 延べ 180 人参加） 

●市民一人一人が障がいに関する正しい知識と認識を深め、障がいのある

人との相互理解を促進し、障がいの有無に関わらず共に助け合い、学び合

う学習活動を推進した。 

今後の課題 

方向性 

定期的に市民講座を開催することで、障がいに関する理解を促進する。 

 

（４） 文化芸術活動の振興、文化財や歴史の保存継承の推進  

① 文化芸術活動への支援 

市民および文化団体などとの協働により、さらなる文化芸術活動を推進するため文化芸

術協会への補助を通じ団体活動の支援を行います。 

【施策番号 30】文化芸術活動の振興について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●文化芸術推進会議を開催した。（２回） 

●第 2次文化芸術振興計画の進行管理を行った。 

●文化芸術表彰（功績賞 個人３人）を行った。 

●文化芸術表彰のチラシを作成した。 

●文化芸術協会へ補助金を交付した。 

今後の課題 

方向性 

文化芸術表彰において、文化芸術協会推薦頼みになりつつあるため、協

会員以外の市民の応募増を目指し、更なる周知方法の検討を行っていく。 

        *令和元年 5 月 12 日(日)より城陽市文化協会から城陽市文化芸術協会へ名

称変更   

 

② 文化財保護意識の普及・啓発 

市民の文化財保護意識を向上し郷土愛をはぐくむため、文化財の普及・啓発に努めると

ともに、地域の歴史や伝統文化、行事の保存・継承に努めます。 

【施策番号 31】文化財保護意識の普及・啓発について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●コンテナ 18 ケースの出土遺物の整理・資料化を行った。 

●久津川車塚古墳の発掘調査（調査面積 70 ㎡）を実施した。 

●史跡地等８ヶ所について、適切な保存・活用を行うための管理に努めた。 

●史跡久世廃寺跡の維持管理と災害復旧、水主神社本殿の火災報知器点検

と樹木剪定、阿弥陀寺本堂の火災報知器点検、天満宮社本殿の自動火災報

知器点検、水度神社本殿の保存修理、念仏寺本堂の雨樋修理に補助金を交

付した。 
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●地域資源キャラクター展示の開催、地域資源キャラクターカード（10

種）の作成、久津川地域のまちたんけんマップ（小学生向け 5,000 部）

の作成、ツアーイベントの開催（３回中１回中止）、地域資源に関連した

見学会・講座の開催、文化財指定されていない地域資源の募集を実施した。 

今後の課題 

方向性 

各取組について継続して実施し、文化財を適切に保存していくととも

に、エコミュージアム事業による活用についても積極的に取り組み、文化

財保護意識の普及・啓発に努める。 

 

③ 歴史民俗資料館の充実 

  ふるさとの文化遺産を次代に伝承していくため、歴史民俗資料館の展示の充実を図ると

ともに、歴史民俗資料、古文書、民具などの調査研究を推進します。 

  また、市民と学校教育や観光などと連携し、市の資源をいかして市内外へ城陽市の魅力

を広め活性化させる取組みである「エコミュージアム」の拠点として歴史民俗資料館を活

用していきます。 

【施策番号３2】歴史民俗資料館について 

歴史民俗資料館 

取組状況 ●貸館業務を実施した。（アートギャラリー１回） 

●古文書・民俗文化財調査を実施した。（13 回） 

●資料館友の会に関する業務を実施した。（仏像・古文書等講座 8回、見

学会３回 計 11回） 

●おかげ踊りを広める会に関する業務を実施した。（練習 12 回、神社へ

の奉納２回、産業まつりでの発表・見学会など 計 14 回） 

●展示業務を実施した。（観覧者数 延べ 6,360 人、普及活動等を加え

た利用者数 延べ 9,394人） 

 ①JOYO エコミュージアム・春の資料紹介「古墳のできるまで 2019

＋久津川車塚古墳発掘調査速報展」を実施した。（観覧者数 1,226

人） 

 ②JOYO エコミュージアム・夏季特別展「自瓦自賛～瓦を解き明かす

～」を実施した。（観覧者数 1,523 人） 

 ③JOYO エコミュージアム・秋季特別展「寺田村の春夏秋冬～堀家の

古文書にみる村の暮らし～」を実施した。（観覧者数 1,437 人） 

 ④JOYO エコミュージアム・冬季特別展「ちょっと昔の暮らしと風景

～1964 オリンピックの頃～」を実施した。（観覧者数 1,371人） 

 他、アートギャラリー2019 を実施した。（共催 観覧者数 812人） 

●普及業務を実施した。（46 回、参加者数 延べ 753 人） 

ふれあい（勾玉作り）・考古学（銅釧・銅鏡作りなど）・体験（朱印帳作

りなど）といった各種教室、あそびのはくぶつ館（衣装体験）、手作り
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ワークショップなどを実施。 

今後の課題 

方向性 

ふるさとの文化遺産を時代に伝承し、かつ多くの方に来館いただくため

に、市民・利用者のニーズに応じた関心・興味のある展示内容に取り組む。 

また、普及活動として各種講座・教室を実施し、利用人数の増加にも取

り組む。 

 

（５） スポーツ・レクリエーション活動の振興  

① 活動機会の充実 

  多くの市民が健康で生きがいを持って暮らせる社会づくりに向け、気軽にスポーツ・レ

クリエーションに親しめるよう、市民ニーズに沿ったプログラムの提供に努めるとともに、

スポーツ活動を通じた体力づくり、地域づくりの機会や場の充実に努めます。 

【施策番号３3】スポーツ・レクリエーション活動機会の充実について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●各種スポーツ大会４事業とスポーツ教室 5 事業、三朝町文化・スポー

ツ交流を実施した。 

※スポーツ大会１事業とスポーツ教室 1 事業は、コロナウイルス感染拡

大防止のため中止とした。 

今後の課題 

方向性 

引き続き、各種スポーツ大会 5 事業とスポーツ教室 6 事業、三朝町文

化・スポーツ交流を実施する。 

 

② 関係団体との連携と支援 

  市民一人一人が日常生活の中にスポーツ・レクリエーションを取り込み定着できるよう、

また、スポーツ活動を通じた地域交流が推進されるよう、スポーツ協会や総合型地域スポ

ーツクラブなどの関係団体と連携するとともに、その活動を支援します。 

【施策番号 34】関係団体との連携について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●スポーツ協会及びスポーツ少年団に補助金を交付するとともに、各種事

業・会議に職員を派遣し、連携して地域のスポーツ振興に取り組んだ。 

今後の課題 

方向性 

 スポーツ協会及びスポーツ少年団の通年事業及び周年事業に職員を派

遣し、各団体との連携を図る。 

        *令和元年 5 月 12 日(日)より城陽市体育協会から城陽市スポーツ協会へ名

称変更 

 

③ 指導者の育成 

ニュースポーツをはじめとした各種スポーツの普及と定着を図るため、指導者の育成や

確保に努めます。 
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【施策番号 35】指導者の育成・確保について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●府・近畿・全国のスポーツ推進委員研修会に参加し、スポーツ推進委員

としての職務及び他団体の取り組みについて学ぶとともに、主催事業の開

催や各種地域事業への協力等地域のスポーツ振興に取り組んだ。 

今後の課題 

方向性 

 各種事業について、スポーツ推進委員として参加するとともに、スポー

ツ推進委員の知名度向上に努める。 

 

④ 総合型地域スポーツクラブの支援 

  いつでも、だれでも、いつまでもスポーツができる環境づくりと、スポーツを通した地

域コミュニティの活性化を図るため、総合型地域スポーツクラブの支援をします。 

【施策番号 36】総合型地域スポーツクラブについて 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●寺田西総合型地域スポーツクラブへの支援として補助金の交付及び広

報への掲載等を行った。 

今後の課題 

方向性 

引き続き、団体に対し補助金の交付及び広報への掲載等を行い、団体の

活動を支援していく。 

 

（６） 読書活動の推進  

① 図書館事業の充実 

計画的な図書の充実とともに、ボランティアグループなどと連携して、絵本の読み聞か

せなどの子どもライブラリー、文学・歴史講座などの成人ライブラリーなどを充実し、市

民の読書活動を推進します。 

【施策番号 37】図書館について 

図書館 

取組状況 ●図書資料の充実に努めた。（図書館 4,791冊、コミセン図書室 2,603 冊） 

●雑誌スポンサー制度を実施した。（元年度提供企業７社 提供雑誌冊数 22

タイトル） 

●子ども・成人ライブラリーなどを開催した。（子ども向け 44 回 延べ 772

人参加 成人向け 11回 延べ 171人参加） 

●「子どもの読書の日記念」としょかんビンゴを開催した。（子ども向け 224

人参加） 

●読書ボランティア登録団体主催事業を開催した。（子ども向け６回 延べ

132 人参加） 

●文化講演会を開催した。（130 人参加） 

●図書・雑誌リサイクル事業を実施した。（２回 延べ 438人参加） 
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●読書ボランティアネットワーク会議を開催した。（２回 延べ 23人参加） 

今後の課題 

方向性 

入館者数及び図書資料の貸出者数が減少していることから、図書の閲覧及

び貸出の増加対策として、貸出の無い長期間所蔵する図書資料の除籍と更新

及び参考図書の刷新などに引き続き取り組む。 

また、各種ライブラリー等事業内容を充実し参加人数の増加を図るととも

に、子どもの読書活動の推進につながる事業にも取り組む。 

 

② コミセン図書事業の充実 

  計画的な図書の充実とともに、ボランティアグループなどと連携して、絵本の読み聞か

せなどを充実し、市民の読書活動を推進します。 

【施策番号 38】コミセン図書事業について 

市民活動支援課 

取組状況 ●市民ニーズに応じた図書の選定を行った。 

●古くなった図書の更新を行った。 

●絵本の読み聞かせなどの事業を開催した。 

●87,510 人の利用があり、159,139冊の貸出があった。 

今後の課題 

方向性 

蔵書に古いものや傷んだものが多く更新が遅れている。 

計画的な図書の充実とともに、ボランティアグループなどと連携して、 

絵本の読み聞かせなどを充実し、市民の読書活動を推進する。 

 

③ 図書システムの充実 

  図書館利用者へのサービスを充実するため、インターネットを利用した蔵書検索・予約

や京都府図書館総合目録ネットワークへの完全参加など、より市民に利用しやすいシステ

ムの充実に努めます。 

【施策番号 39】図書システムについて 

図書館 

取組状況 ●システム環境を整備した。 

京都府立図書館のインターネットサービスによる申込・借受冊数（203冊） 

●図書館情報システムを活用した。 

 インターネット予約登録者数（3,711人）  

インターネット予約冊数（16,869 冊） 

今後の課題 

方向性 

図書館情報システムによるホームページの活用、インターネットを利用し

た蔵書検索・予約及び京都府図書館総合目録ネットワークの活用など、図書

館利用者への利便性の向上を図る。 

 

④ 子どもの読書活動の推進 

城陽市子どもの読書活動推進計画に基づき、家庭や学校等、地域社会が連携して、子ど
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もの読書活動を推進します。 

【施策番号 40】子どもの読書活動について 

学校教育課 

取組状況 ●城陽市子どもの読書教育推進計画について、学校の司書教諭との連絡会

を中心に連携を図った。 

●市立図書館においても、学校での読み聞かせ等のボランティアに対し貸

し出し冊数の増冊などの支援や、学校への貸し出し図書の充実を図った。 

今後の課題 

方向性 

城陽市子どもの読書教育推進計画について、学校の司書教諭との連絡会

を中心に連携を図る。 

 市立図書館においても、学校での読み聞かせ等のボランティアに対し貸

し出し冊数の増冊などの支援や、学校への貸し出し図書の充実を図る。ま

た、「おすすめブックリスト」を家庭に配布して、読書記録をもとに表彰を

行う「読書ラリー」の取組により、読書への意欲の喚起と励行を図る。 

 

⑤ 高齢者・障がい者の読書環境の充実 

高齢者や障がい者の読書活動を推進するため、大活字本や録音図書を充実するとともに、

高齢者施設への本の貸出を検討します。 

【施策番号４1】大活字本や録音図書の充実 

図書館 

取組状況 ●視覚に障がいのある方への利用サービスを実施した。（①録音図書貸出

（170 点） ②点字図書貸出（８点） ③対面朗読室利用（19回）） 

●聴覚・言語機能に障がいのある方への利用サービスを実施した。（ＦＡＸ

による申込可能） 

●障がい者向け利用案内を発信した。（図書館ホームページに障がい者向け

利用案内を掲載） 

●「障害者差別解消法」に基づく障がい者へのサービスを提供した。（同法

を遵守したサービスを提供） 

●高齢者及び来館困難者の方への利用サービスを実施した。（①ＦＡＸによ

る申込可能 ②拡大読書機の利用可能 ③大活字本の貸出（2,517 冊） 

●大活字本図書を購入した。（成人書 55冊） 

今後の課題 

方向性 

 高齢者や障がい者の読書活動の推進につながる事業に取り組む。 

 

 

 

 

 



 

21 

  

３ 学習成果を活かした地域づくりの推進 

（１） 学びの場を核とした地域コミュニティの形成の推進 

① コミュニティ事業の推進 

  地域住民の連帯感やふるさと意識が醸成される豊かなコミュニティづくりを目的に、コ

ミュニティセンターにおいて、地域住民が主体となって実施する各種のコミュニティ事業

を支援します。 

【施策番号 42】コミュニティ事業について 

市民活動支援課 

取組状況 ●地域住民で組織する各コミセン運営委員会への委託により、教室・講座

などのコミュニティ事業を実施した。（健康講座、体操教室、唱歌教室、

料理教室など） 

●各コミセン運営委員会が地域団体と連携して実施する事業(コミセンま

つり、夏まつり、梅まつりなど）へ補助金を交付した。 

●６館で 1,019 の事業を実施し、全体で 361,790 人の利用者があっ

た。 

今後の課題 

方向性 

 利用者が減少傾向となっているため、コミセン事業のマンネリ化や利用

者層が固定化しないよう、高校生、大学生との連携事業など利用者層の拡

大に努める。 

地域住民の連帯感やふるさと意識が醸成される豊かなコミュニティづ

くりを目的に、コミュニティセンターにおいて、地域住民が主体となって

実施する各種のコミュニティ事業を支援していく。 

 

② コミュニティ組織の育成・支援 

  主体的・自立的な地域社会を形成するため、コミュニティセンターや自治会などのコミ

ュニティ組織の活動を支援します。 

  子どもの健全育成に向けて PTAや青少年関係団体、地域の関係者が参画、連携し、地域

社会全体で子どもを育む環境づくりを推進するため、活動の支援を行います。 

【施策番号 43】コミュニティ組織の育成・支援について 

市民活動支援課 

取組状況 ●各自治会及び各自治会連合会に助成金を交付した。（127 自治会

7,558 千円、10 連合会 350 千円） 

●自治会集会所等建設等補助金の交付（延べ 51 自治会 3,602 千円）

による補助を行った。 

今後の課題 

方向性 

 自治会加入率の低下が課題であるので、地域住民の連帯によるコミュニ

ティ意識の高揚及び自治会活動支援のため、今後も継続して助成金の交付

等による支援を行っていく。 
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③ コミュニティリーダーの育成・確保 

  地域社会における様々な活動の活性化を図るため、活動の中心となるリーダーの育成・

確保に努めます。 

【施策番号 44】コミュニティリーダーについて 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●サークルリーダー研修会を実施した。（１回 350 人参加） 

「城陽のまちを元気に」  

今後の課題 

方向性 

参加者は微増したものの未だ参加率が低いことが課題である。不参加の

団体に認定証を交付する際に、自覚研修を実施したが、趣旨を理解してい

ない団体が散見された。地域における社会教育活動の中心となるリーダー

の育成のため研修会及び自覚研修の内容の充実に努めていく。 

 

（２） ボランティア活動の推進 

① ボランティア活動の奨励 

  広報紙やインターネットなどでボランティア活動に関する情報提供を行うことにより、

ボランティア活動に対する理解と関心を高めます。 

  また、社会教育施設などの公共施設において、ボランティア活動の場を提供するととも

に、活動に必要な研修の実施に努めます。 

【施策番号 45】ボランティア活動について 

図書館 

取組状況 ●読書ボランティア団体の登録を行った。（令和元年度登録団体数 19 団

体） 

●読書ボランティア団体によるライブラリーを開催した。（子ども向け

31 回 大人向け３回） 

●読書ボランティア登録団体主催事業（絵本の読み聞かせ・人形あそびな

ど）を開催した。（６回） 

●本の修理と整理ボランティアによる図書館事業へ参加した。（令和元年

度登録者数 本修理 10名・整理２名） 

●読書ボランティアネットワーク会議を開催した。（２回） 

今後の課題 

方向性 

読書ボランティア団体及び図書館サポーター（本の修理・整理ボランテ

ィア）への支援及び育成を図ることにより、ボランティアによる図書館事

業への参画と読書活動の推進を図る。 

【施策番号 45】ボランティア活動について 

歴史民俗資料館 

取組状況 ●ふれあい（勾玉作り）・考古学（銅釧・銅鏡作りなど）といった各種教

室、昔の暮らし体験授業（縄ない作り）、あそびのはくぶつ館（衣装体験）
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などにおいて、ボランティア活動の場を提供してきた。（活動回数 31 回） 

●広報じょうよう・資料館HP にてボランティアの募集を実施した。 

●友の会共催の講座に講師として協力した。（古文書講座回数４回） 

今後の課題 

方向性 

 ボランティア活動への支援・協力を図るとともに、積極的に活動内容の

啓発と情報提供を行う。 

【施策番号 45】ボランティア活動について 

高齢介護課 

取組状況 ●高齢者の社会参加や地域貢献の場を広げるとともに、健康増進と介護予

防に役立つことから、サポーター登録者の募集を行い、ボランティア活動

の場を提供した。（登録者数 86 人、受入機関数 35 箇所、活動実績 延

べ 248人） 

今後の課題 

方向性 

 今後も、高齢者人口の増加及び高齢化率の上昇が見込まれていることか

ら、高齢者の生きがいづくりや社会貢献などの社会参加活動の推進に継続

して取り組んでいく。 

【施策番号 45】ボランティア活動について 

環境課 

取組状況 ●令和元年６月２日（日）を中心にクリーン活動を実施した。（5,299人

参加） 

●クリーン倶楽部城陽登録団体への活動支援を行った。（登録団体数 48 

団体） 

今後の課題 

方向性 

より多くの市民・事業者・市民団体等に参加いただけるように、啓発に

努める。 

【施策番号 45】ボランティア活動について 

商工観光課 

取組状況 ●にぎわいづくりの会への支援を行った。 

 補助金を交付した。（150 千円） 

ボランティアを広く募集し、運営協力等を行った。 

●（一社）城陽市観光協会への支援を行った。 

補助金を交付した。（5,000 千円） 

TWINKLE JOYO 会場内の飾り付けを行うボランティアの募集等の支

援を行った。 

今後の課題 

方向性 

 引き続き、にぎわいづくりの会及び観光協会に対して支援を行う。 

 

② 学習機会の充実 

  多様なボランティア活動への参加意識を高めるため、だれでも気軽に参加できる各種ボ

ランティアの養成講座や体験講座の実施など、学習機会の充実に努めます。 
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【施策番号 46】ボランティアの学習機会について 

市民活動支援課 

取組状況 ●市民活動情報サイトと市民活動支援センターフェイスブックページを

活用し、広報や情報提供に努めた。 

●市民活動相談を実施した。（207 件） 

●人材育成等、市民活動支援に関する講座を開催した。（３回 延べ 49

人） 

● 「まちの木サロン」を開催した。（３回 延べ 27 人） 

●パソコン講座を開催した。（随時） 

今後の課題 

方向性 

市民活動情報サイトと市民活動支援センターフェイスブックを活用す

る。 

市民活動相談や講座等を通じて、今後も継続して市民活動支援を行う。 

施設の拡張により利用環境と防犯面の向上を図る。 

 

③ ボランティア活動への支援 

  ボランティア活動に対するアドバイスやボランティア団体の交流、情報交換の場の提供

など、市民のボランティア活動の拠点として市民活動支援センターの活動を推進します。 

【施策番号 47】市民活動支援センターについて 

市民活動支援課 

取組状況 ●市民活動情報サイトと市民活動支援センターフェイスブックページを

活用し、広報や情報提供に努めた。 

●市民活動相談を実施した。（207 件） 

●人材育成等、市民活動支援に関する講座を開催した。（３回 延べ 49

人） 

● 「まちの木サロン」を開催した。（３回 延べ 27 人） 

●パソコン講座を開催した。（随時） 

今後の課題 

方向性 

市民活動情報サイトと市民活動支援センターフェイスブックを活用す

る。 

市民活動相談や講座等を通じて、今後も継続して市民活動支援を行う。 

施設の拡張により利用環境と防犯面の向上を図る。 

 

（３） 学習成果の活用 

① 社会全体で子どもたちを育む取組みの推進 

  多様な生涯学習の成果を、放課後子ども教室や学校支援地域本部事業など学校支援に活

かせるよう、学校と地域が連携・協働する体制づくりの推進に努めます。 

【施策番号 48】学校と地域の連携・協働について 
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文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●学校支援地域本部事業 

西城陽中学校（Ｈ22～）城陽中学校（Ｈ24～） 

地域ボランティアによる、図書支援・学習支援・環境整備・部活動補助

などの学校支援活動を行った。 

今後の課題 

方向性 

令和元年度と同様に、城陽中学校では継続して参加いただけるボランテ

ィアの人材確保が課題である。事業は「できる人が」「できる時に」を目

標に続けていく。 

 

② 活動の場の充実 

  生涯学習の成果を表現する場として、文化芸術協会が中心となった市民文化祭などで、

発表会や作品展示会などが開催されており、今後も、市民の生涯学習活動への意欲を高め

ることからも、学習成果を表現する場の充実に努めます。 

【施策番号 49】生涯学習の成果を表現する場について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●文化芸術協会へ補助金を交付した。 

●文化芸術協会主催イベントの後援を行った。 

●市民文化祭実行委員会へ参加協力した。 

今後の課題 

方向性 

引き続き、適正な補助金交付を行うとともに、文化芸術活動の推進に寄

与していく。 

 

③ 人材活用の仕組みづくり 

  市民の中から豊富な知識や技術を持つ方や、学習活動で学んだ優れた成果を持つ方を指

導者として登録し、市民の自主的な学習の場で活動するシステムの整備を検討します。  

【施策番号 50】人材活用について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●人材活用に係る情報提供の整備「社会教育関係団体登録名簿」を各施設

に設置した。（30箇所） 

今後の課題 

方向性 

情報提供後に、実際に活動につながったかどうかまでは把握しておら

ず、具体的な課題等はない。引き続き、名簿を作成し情報提供に努める。 
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４ 学習環境の整備  

（１） 生涯学習施設の整備・充実  

① 生涯学習施設の整備・充実 

  市民が自らの意志により、いつでも自由に学習ができるよう、多様な形態の学習活動が

可能な生涯学習施設の整備・充実を図ります。   

【施策番号 51】生涯学習施設の整備・充実について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●文化パルク城陽・公民館等の適正な維持管理を行った。 

主な修繕等 

・西館 A棟屋上防水事業（文化パルク城陽） 

・コスモホール座席修繕事業（文化パルク城陽） 

・プラムホール等舞台照明設備部品交換事業（文化パルク城陽） 

・プラムホール等舞台機構設備部品交換事業（文化パルク城陽） 

・1 階女子トイレ手洗器水栓取替（北公民館） 

・ホール空調機修繕（北公民館） 

今後の課題 

方向性 

 文化パルク城陽各施設については、開館から 25 年を経て経年劣化し、

交換部品の確保が困難な物もある。また、利用者の安全確保や利用の支障

となるものを優先し、順次更新が必要な状況にある。公民館施設について

は、施設の長寿命化の観点から、今後も適切な維持管理を実施する。 

 

② スポーツ施設の整備・充実 

市民が快適で安全にスポーツに親しめるよう、総合運動公園をはじめとした施設の充実

に努めます。 

【施策番号 52】スポーツ施設の整備・充実について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●各施設の適切な維持管理に務めた。 

主な修繕工事 

・市民体育館トイレ洋式化改修（総合運動公園） 

・野球場バックネット防護マット設置（総合運動公園） 

・テニスコート屋外時計改修（総合運動公園） 

・市民テニスコート照明設備整備（市民運動広場） 

・滅菌機整備（市民プール） 

・滑り台整備（市民プール） 

今後の課題 

方向性 

利用者に安心・安全に利用いただけるような施設にするため、必要に応

じて修繕を実施する。 
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③ 学校施設の活用 

  小中学校のグラウンドや体育館は、地域における身近なスポーツ施設であり、引き続き

活用を推進します。また空き教室の有効活用を学校と連携し推進します。 

【施策番号 53】学校施設の活用について 

学校教育課 

取組状況 ●小中学校のグラウンドや体育館を開放した。 

今後の課題 

方向性 

 地域における身近なスポーツ施設として利用できるように小中学校の

グラウンド・体育館を開放する。 

 

（２） 関係機関との連携推進  

① 生涯学習ネットワークの展開 

  コミュニティセンター、公民館、男女共同参画支援センターなど、生涯学習施設間の連

携を強化して、新たな学習ニーズに対応した事業や情報提供などを効果的に実施します。 

【施策番号 54】生涯学習ネットワークについて 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●情報誌・紙の発行、ホームページへの掲載を行った。 

●施設間の相互予約を行った。 

今後の課題 

方向性 

 情報誌・紙の発行により、一つの媒体を見ても他館の情報がわかるよう

情報提供を行った。今後もより見やすい紙面づくりに努めていく。 

 

② 民間団体等との連携 

  生涯学習事業の企画立案、情報交換、講師派遣などにおいて、商工会議所、社会福祉協

議会、カルチャーセンターやスポーツクラブ、NPO・ボランティア団体等と連携を強化し

て、生涯学習事業の充実に努めます。また、京都府や他市町村、大学などの高等教育機関

の生涯学習に関する情報を収集し情報提供、学習プログラムの活用などを推進します。 

【施策番号 55】民間団体等との連携について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●民間団体及び市民からの参画を得た城陽市民大学企画推進委員会を実

施した。（５回） 

●企画推進委員の定数を増やし、委員公募を行った。 

今後の課題 

方向性 

 企画推進委員に様々な意見をいただき、市民にとって有益な方向に向け

ていただいた。講座での司会ではその場に応じた臨機応変な対応をしてい

ただき、講座がスムーズに進んだ。引き続き、企画推進委員の意見を聞き

ながら講座を進めていく。 
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③ 学校教育と社会教育の連携・融合 

  学校、地域がそれぞれの教育機能を発揮して、学校教育における地域などの連携協力を

促進するとともに、地域の社会教育活動に学校が協力するなど、学校と地域が一体となっ

た学習活動の充実に努めます。 

【施策番号 56】学校と地域が一体になった学習活動について 

学校教育課 

取組状況 ●子どもの安全・安心な活動拠点の確保や地域交流活動等を行うため、学

校と家庭、地域が連携した事業の充実を図り、子どもと地域とのふれあい

や交流の場づくりに努めた。 

●学校・地域連携推進事業や特色ある学校教育推進事業など、地域の社会

人講師や学習環境を活用して、様々な学習を行った。 

今後の課題 

方向性 

子どもの安全・安心な活動拠点の確保や地域交流活動等を行うため、学

校と家庭、地域が連携した事業の充実を図り、子どもと地域とのふれあい

や交流の場づくりに努める。 

学校・地域連携推進事業や特色ある学校教育推進事業など、地域の社会

人講師や学習環境を活用して、様々な学習を行う。 

 

（３） 情報提供の推進  

① 情報紙の充実 

  生涯学習情報紙「まなび Eye」等の内容の充実に努め、多くの市民が興味の持てる情報

紙をめざします。 

【施策番号 57】生涯学習情報紙について 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●生涯学習情報紙まなび Eye を発行（年３回）し、全戸配布した。 

●じょうよう子どもじょうほうチャンネルを発行し、ホームページで配信

した。夏号は印刷製本し、全児童に配布した。 

今後の課題 

方向性 

全戸配布しているまなび Eye について、文字が小さく見えにくいとい

う意見があった。広報じょうようを参考にしながら、より見やすい紙面づ

くりに努めていく。 

 

②  ホームページの充実 

  現在、本市教育委員会のホームページにおいて、生涯学習情報や市の教育に関する情報、

本市ホームページにおいても生涯学習情報の提供を行っていますが、内容を充実し、常に

最新の情報が提供できるように努めます。 

【施策番号 58】ホームページについて 

文化・スポーツ推進課 
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取組状況 ●城陽市HP、市教委HP へ掲載した。 

まなび Eye、城陽市民大学、じょうよう子どもじょうほうチャンネル、

施設概要、施設予約方法等 

今後の課題 

方向性 

 当日の天候不良等の事情により、講座が中止なった場合、ホームページ

を利用して対象者に知らせることができた。今後も常に最新情報が提供で

きるよう努めていく。 

 

③  情報提供システムの構築 

生涯学習事業への参加申し込みなどをインターネットで行えるなど学習参加しやすいシ

ステム環境の整備に努めます。 

また、市民活動情報サイトを活用し、NPO・ボランティア団体などの活動情報の提供に

努めます。 

  障がいのある人に配慮した情報提供の仕組みを検討します。 

【施策番号 59】情報提供システムについて 

文化・スポーツ推進課 

取組状況 ●市民大学の申込について、はがき・FAX と Eメールにて受付を行った。 

今後の課題 

方向性 

 E メールを使った申込では、記載漏れや誤送信が多かった。申込方法を

広報する際に、わかりやすいよう工夫し、広報する。 

 


